
令和 7 年 9 月 21 日 

 

JARL 沖縄県支部 第 3 回非常通信訓練 実施要項 

 

１．実施目的 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では、多くのアマチュア局が地方自治体に

協力するなど、被害情報の収集や安否情報の伝達など、人命救助や災害救援のための「非

常通信」を実施されました。今回は「令和７年度沖縄県総合防災訓練」に併せて、訓練を

実施する。 

 

２．実施日 

令和 7 年 10 月 19 日（日） 開始時刻 12:30 終了予定時刻 15:00 

 

３．通信ルートおよび訓練の手順   

 

【別紙１】JARL 沖縄県支部 第３回非常通信訓練 通信ルートを参照 

＜訓練想定＞ 

 ＊令和７年１０月１９日（日）１２：００分頃 沖縄本島南東沖を震源とする 

マグニチュード９．０の地震が発生し、沖縄本島において震度６強を観測。 

この地震による建物倒壊、土砂災害、津波等により甚大な被害が発生 

 

（表１）使用するレピータおよび非常通信周波数 

呼出符号 周波数 設置・運用場所 

JQ6YBB 439.86MHz 南城市玉城糸数 

非常通信周波数 145.00MHz 那覇市民体育館 

非常通信周波数 7.050MHz 那覇市民体育館 

 

５．訓練参加におけるお願い 

（１）コールサインは「チーフオペレータ」への伝達を確実にするため、 

「フォネティック・コード」で送出しましょう 

（２）地震発生後は長時間にわたり、停電、携帯電話の不通などが想定されます。 

可能な限り、『バッテリー運用（ハンディー、モービル運用など）』で訓練参加を 

お願いします。 

（３）屋外で訓練参加される際は、ご自身の安全確保と周辺への配慮をお願いします。 
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